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般
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問

� 円滑に移行できるよう検討

� 公で言うことではない 　　　

町長 2期目の自己採点は

介護保険改正、町の対応は

� 国や県の動向を踏まえて検討する

不妊治療助成制度の拡充を

� 教育委員会では考えていない

児童生徒の皆勤奨励について

え
ば
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

軽
減
を
目
指
し
た
が
、
私
の
見

通
し
の
甘
さ
と
現
状
確
認
が
弱

く
22
％
の
大
幅
な
値
上
げ
に
な

っ
た
事
。

　
課
題
は
、
今
の
国
の
財
政
状

況
か
ら
見
る
と
今
後
国
か
ら
く

る
お
金
が
減
少
す
る
と
思
う
の

で
、
町
の
自
力
・
底
力
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
地

元
要
望
の
と
り
ま
と
め
は
、
面

替
区
の
主
体
性
に
任
せ
て
手
も

口
も
出
さ
ず
一
切
関
与
し
て
い

な
い
。
他
市
町
と
の
対
等
・
平

等
は
交
渉
の
中
で
勝
ち
取
っ
て

い
く
、
主
張
し
て
い
く
も
の
で

基
本
は
一
部
事
務
組
合
に
加
入

す
る
事
。

　
こ
の
問
題
の
全
て
に
政
治
生

命
を
か
け
て
い
る
。

古
越
　
弘
　
議
員

茂
木
町
長
2
期
目
の
自
己

評
価
と
総
括
を
問
う

　
茂
木
町
長
2
期
目
は
、
当
初

予
算
か
ら
決
算
ま
で
4
年
間
総

括
を
し
て
町
政
を
行
っ
て
き
た
。

自
身
の
目
指
す
町
政
は
で
き
た

の
か
。
一
番
誇
れ
る
施
策
と
そ

の
成
果
は
。
ま
た
最
も
失
敗
と

反
省
す
る
施
策
と
今
後
の
見
通

し
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

　
自
己
評
価
は
あ
る
が
公
で
言

う
こ
と
で
は
な
い
。

　
町
民
・
議
会
・
役
場
職
員
の

協
力
を
得
て
新
規
事
業
が
積
極

的
に
実
施
し
計
画
行
政
運
営
で

健
全
な
財
政
運
営
を
基
本
に
行

っ
た
。
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー

も
工
事
中
も
含
め
9
施
設
、
道

路
も
栄
橋
の
か
け
か
え
や
役
場

周
辺
の
道
路
改
良
な
ど
1
万
4

千
ｍ
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
国
や

県
の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用

し
た
結
果
で
あ
る
。

　
反
省
点
は
、
公
約
の
件
で
い

問

所
得
者
の
保
険
料
の
軽
減
割
合

の
拡
大
と
、
一
定
以
上
の
所
得

の
あ
る
利
用
者
の
自
己
負
担
引

き
上
げ
等
で
あ
る
。

　
改
正
目
的
は
、
利
用
者
が
増

加
す
る
中
で
事
業
所
や
施
設
整

備
を
単
に
増
や
す
の
で
は
な
く
、

地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
よ
る
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
よ
り
利
用
料
の
低
減
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
支

え
側
と
な
り
介
護
予
防
に
つ
な

げ
る
目
的
が
あ
る
。

　
今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
く

な
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
多

様
な
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ

れ
る
と
考
え
て
ほ
し
い
。

　
来
年
度
か
ら
3
ヵ
年
は
経
過

措
置
の
期
間
で
あ
る
が
、
円
滑

に
移
行
で
き
る
よ
う
検
討
を
し

て
い
る
。

野
元
　
三
夫
　
議
員

平
成
26
年
6
月
「
地
域
医

療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」

が
成
立
し
た
。

　
こ
の
法
案
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
が
一
部
の
人
は
2
割

に
、
特
養
の
入
所
制
限
が
要
介

護
3
以
上
に
限
定
、
軽
度
介
護

（
要
支
援
1
・
2
）
向
け
の
訪

問
と
通
所
介
護
が
介
護
保
険
か

ら
外
れ
市
町
村
の
事
業
に
移
行

す
る
な
ど
の
内
容
で
あ
る
が
、

　
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考

え
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

　
介
護
保
険
制
度
は
10
年
後
の

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
の
を
見
据
え
大
幅

な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　
改
正
内
容
は
、
在
宅
医
療
、

介
護
連
携
の
推
進
・
認
知
症
対

策
の
推
進
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
・
訪
問
、
通
所
介
護

の
予
防
給
付
を
市
町
村
へ
移

行
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

新
規
入
所
基
準
の
限
定
化
や
低

問

3
、
夫
及
び
妻
の
前
年
所
得
の

合
計
額
が
650
万
円
未
満

4
、
ほ
か
に
県
や
他
の
市
町
村

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

　
町
で
は
所
得
制
限
を
理
由
に

助
成
が
受
け
る
事
が
で
き
な
か

っ
た
事
例
は
な
い
。
制
限
額
は
、

今
後
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
対
象
と
な
る
治
療
を

医
師
が
認
め
た
も
の
へ
の
拡
大

は
、
厚
生
労
働
省
の
事
業
概
要

に
沿
っ
て
検
討
す
る
。

　
男
性
の
不
妊
治
療
助
成
は
、

高
額
な
特
定
不
妊
治
療
以
外
の

治
療
法
に
よ
っ
て
、
妊
娠
の
見

込
み
が
な
い
か
極
め
て
少
な
い

と
医
師
が
診
断
し
た
夫
婦
に
対

し
て
の
助
成
で
あ
り
、
男
性
に

限
っ
た
不
妊
治
療
の
助
成
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
当
町
の
利
用
状
況
は
、
平
成

24
年
度
2
名
4
回
分
・
25
年
度

3
名
5
回
分
・
今
年
度
は
、
3

名
4
回
分
で
あ
る
。

　
不
妊
治
療
助
成
制
度
の
周
知

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
内
容
を

詳
細
に
掲
載
し
て
あ
り
、
今
後

は
、
広
報
や
ま
ゆ
り
等
を
通
じ

て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

池
田
　
る
み
　
議
員

現
在
あ
る
不
妊
治
療
助
成

制
度
の
拡
充
へ
次
の
点
に
つ
い

て
問
う
。

1
、
所
得
制
限
を
無
く
し
、
対

象
と
な
る
治
療
を
医
師
が
認
め

た
も
の
へ
拡
大
を

2
、
男
性
の
不
妊
治
療
を
不
妊

治
療
助
成
制
度
の
対
象
へ

3
、
不
妊
治
療
助
成
制
度
の
周

知
を
。

保
健
福
祉
課
長

　
当
町
の
不
妊
治
療
の
助
成
は
、

御
代
田
町
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
実
施
要
綱
で
定
め
て
お
り
、

特
定
不
妊
治
療
は
体
外
受
精
と

顕
微
授
精
で
あ
る
。
こ
れ
以
外

の
治
療
で
は
妊
娠
の
見
込
み
が

な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
、
次

の
4
項
目
全
て
に
該
当
す
る
夫

婦
が
補
助
の
対
象
と
な
る
。

1
、
申
請
日
の
1
年
以
上
前
か

ら
住
民
票
が
あ
り
、
不
妊
治
療

を
受
け
て
い
る
夫
婦

2
、
町
税
等
を
完
納
し
て
い
る

夫
婦

問

あ
る
。

教
育
長

　
学
校
は
年
間
登
校
日
数
約
210

日
余
り
、
そ
れ
を
中
学
3
年
間
、

小
学
校
で
は
6
年
間
を
1
日
も

休
ま
ず
に
学
校
に
通
っ
た
こ
と

は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
う
。
し
か
し
、
児
童
生

徒
の
功
績
に
対
し
て
は
、
学
校

運
営
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
教

育
委
員
会
で
は
考
え
て
い
な
い

し
、
今
ま
で
も
そ
の
対
応
は
な

い
。

　
学
校
で
は
、
精
皆
勤
の
児
童

生
徒
に
は
、
卒
業
式
の
学
事
報

告
で
人
数
を
保
護
者
に
知
ら
せ

て
い
る
。

　
ケ
ガ
を
し
た
り
病
気
を
し
た

り
、
心
を
病
ん
で
や
む
を
得
ず

休
む
児
童
生
徒
が
大
半
で
あ
る
。

卒
業
し
て
い
っ
た
全
て
の
児
童

生
徒
に
“
よ
く
頑
張
っ
た
ね
”

と
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
あ
げ

た
い
。
そ
れ
で
十
分
と
考
え
る
。

徳
吉
　
正
博
　
議
員

町
で
は
、
南
北
小
学
校
と

中
学
校
が
あ
る
。
平
成
26
年
度

5
月
1
日
現
在
三
校
合
わ
せ
て

1
千
466
名
の
児
童
生
徒
が
元
気

で
登
校
し
て
い
る
。

　
小
学
校
で
は
6
年
間
、
中
学

校
で
は
3
年
間
、
雨
風
雪
に
も

負
け
ず
通
学
し
て
い
る
が
、
努

力
し
て
皆
勤
し
た
児
童
生
徒
そ

の
家
族
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

形
で
功
績
を
称
え
て
い
る
か
問

う
。

教
育
次
長

　
南
小
学
校
23
年
度
卒
業
生
109

名
、
皆
勤
者
4
名
、
24
年
度
卒

業
生
112
名
皆
勤
者
2
名
、
25
年

度
卒
業
生
107
名
、
皆
勤
者
3
名
、

北
小
学
校
23
年
度
卒
業
生
58
名

皆
勤
者
0
名
、
24
年
度
卒
業
生

57
名
、
皆
勤
者
4
名
、
25
年
度

卒
業
生
60
名
、
皆
勤
者
2
名
。

　
中
学
校
23
年
度
卒
業
生
144
名
、

皆
勤
者
27
名
、
24
年
度
卒
業
生

156
名
、
皆
勤
者
25
名
、
25
年
度

卒
業
生
149
名
、
皆
勤
者
28
名
で

問

介護予防教室

役場庁舎内


